
全体 小児 成人 高齢者

死亡・
重症

１．５万人 １６．４万人 ３６．１万人

中等症 １０．３万人 ６７．９万人 ９６．７万人

軽症 ３８．５万人 １３７．８万人 ６８．５万人

全体
小児

（１８歳未満）

成人

（１８歳～６４歳）

高齢者

（６５歳以上）

死亡・
重症

１．２万人

０．３万人減

－２０％

１３．０万人

３．４万人減

－２１％

４０．９万人

４．８万人増

＋１３％

中等症

１１．１万人

０．８万人増

＋１％

６２．２万人

５．７万人減

－８％

１４４．２万人

４７．５万人増

＋４９％

軽症

３４．６万人

３．９万人減

－１０％

１１７．７万人

２０．１万人減

－１５％

１１４．６万人

４６．１万人増

＋６７％

平成１6年中

小児 成人 高齢者

「救急・救助の現況」（総務省消防庁）のデータをもとに分析したもの

（万人） （万人） （万人）

○ 救急搬送人員の伸びは、年齢別では高齢者が多く、重症度別では軽症・中等症が多い。
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死亡・
重症

死亡・
重症

平成２6年中

死亡・
重症

死亡：初診時において死亡が確認されたもの
重症：傷病程度が３週間の入院加療を必要とするもの
中等症：傷病程度が重症または軽症以外のもの
軽症：傷病程度が入院加療を必要としないもの

10年間の救急搬送人員の変化（年齢・重症度別）
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